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点　鐘 会　長　　　　　　　　

●ロータリーソング 奉仕の理想

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●会　食

●今期事業方針発表 理事・委員長

●にこにこBOX S.A.A

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●クラブソング ともに歩もう

恭士

仲間と共に、歴史を繋ぐ

【建築家・吉川直行の作品紹介‒ その３】
日立市に建つ住宅です。外から見ると１階部分の窓が全く
見当たりません。どこに窓があると思いますか？建物を上
から見ると家の真ん中に庭が隠れています。この中庭に面
して１階の部屋の窓があり、中庭から上を見上げると空し
か見えません。外部から完全にシャットアウトされている

ため、中庭に面して大
きな窓のあるバスルー
ムは窓を全開して露天
風呂のようにバスタイ
ムが楽しめます♪



前回の例会報告前回の例会報告前回の例会報告

7/9 第1回クラブ協議会　69期事業計画

会員組織委員会
藤田　雪絵 会員組織委員長

事業計画
会員組織委員会は以下の３つの
委員会から構成され、それぞれ
の事業計画の実施を、委員長を
はじめ各委員で進めてまいりま
す。
【 会員増強委員会】 クラブの
持続的な発展と活性化のため、会長方針である純
増５名を目標とし、推薦方法等についても検討し
てまいります。
【 職業分類・ 会員選考】 的確な会員選考および
職業分類の整理を行います。
【 ロータリー情報委員会】 会員のロータリーに関
する知識と理解を深めるため、 情報提供を行いま
す。
委員長所見
ロータリークラブには様々な職種・年代の会員が
在籍しておりますが、第６９期会長メッセージ
「仲間と共に、歴史を繋ぐ」にもありますよう
に、職種や年代を超えて、 みんなが“仲間”である
と考えております。
その仲間を増やすことに重点を置き、純増5名を目
指してまいります。
さらに、クラブ会員はもとより、外部に向けた
ロータリー情報の発信も積極的に行ってまいりま
す。
一部の人だけが考え、動くクラブではなく、全員
参加で知恵を出し合い、育てていくクラブとなる
よう、皆様のご協力をよろしくお願いいたしま
す。

会員増強委員会
大塚　芳行 会員増強委員長

事業計画
１．会員に対して、現状の周知
と会員増強への意識を醸成。
　　「クラブの持続的な発展と
活性化のため、会員基盤の強化
と拡大」
２．会員から情報提供いただき、入会候補者のリ
ストアップと共有。 
　　「例会卓席より毎回１名以上の入会候補者の
推薦依頼（４回予定）」
３．紹介者、また他委員会と連携し、入会候補者

との親睦の場の提供。
　　「親睦委員会と連携し夜例会に入会候補者を
招待」
４．クラブ紹介リーフレット、地区会員増強委員
会作成のツールの活用。
　　「各会員へのリーフレットを配布と地区から
の情報共有」

目標：８名の新規会員増強
委員長所見
来期、土浦ロータリークラブは創立７０周年を迎
えます。まずは、創立７０周年を迎えるにあた
り、我々がより良い組織を築き存続をしていくた
めに、第６９期鈴木敏之会長の方針のもと会員基
盤の強化と拡大に取り組みます。我々のおこなっ
ている奉仕活動や親睦活動を通して多くの仲間と
交流をすることで我々の目的や存在意義を再確
認、共有、伝播していくことで会員増強に繋げて
いきます。

ロータリー情報委員会
佐藤　ぱうろ ロータリー情報委員長

事業計画
１．ＲＩ会長メッセージ「持続
可能なインパクトを生み出そ
う」、ＲＩ２８２０地区スロー
ガン「エンジョイ ロータ
リー！！！そしてスマート
に・・・」、クラブ会長メッセージ「仲間と共
に、歴史を繋ぐ」を踏まえたロータリー情報を提
供する。
２．新会員の入会時にオリエンテーションを実施
し、ロータリー活動での不安や知識不足を少しで
も解消し、いち早くクラブに溶け込んでいただけ
るようにするために、会員としての権利・責務、
クラブ運営や奉仕活動に関する基礎知識等の情報
提供をする。
３．ＳＴＡＲ委員会(Special Training for Action in 
Rotary) を２回開催する（上半期・下半期各１
回）。入会３年未満が対象となるが、近年の開催
が少ないことも考慮し、入会５年未満を中心にク
ラブ全体に参加を募る。うち１回は、７０周年に
向けた過去の周年の振り返りを予定。
４．Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹの登録・活用の推進
委員長所見
文字通り、ロータリー全般についての情報を活用
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する委員会として、新会員や入会間もない会員を
中心としつつ、クラブ会員全員に資するロータ
リー情報の提供に努めます。

クラブ管理運営委員会
髙橋　宏成 クラブ管理運営委員長

事業計画
・例会運営の質向上－例会の進
行標準化、時間管理の徹底、会
場設営・受付体制の強化によ
り、参加しやすく満足度の高い
例会を実現する。
・会員出席向上せ柵－出席状況の定期分析、欠席
フォローの仕組化、ハイブリッド例会の活用など
により、出席率の安定向上を図る。
・クラブ内コミュニケーション強化－会員間交流
イベントの企画、情報共有ツールの整備、委員会
間連携の促進を通じて、クラブの一体感を高め
る。
・会員満足度向上のための環境整備－新入会員の
定着支援、ベテラン会員の役割活性化、意見収集
の定期化により、誰もが参加しやすいクラブ運営
を推進する。
委員長所見
例会運営の質向上を軸に、参加しやすく活気ある
クラブづくりを進めます。会員のつながりを深
め、誰もが誇れる例会運営を目指して一年間取り
組みます。　　

公共イメージ委員会
山本　一廣 公共イメージ委員長

事業計画
１．「ロータリーの友」の活用
によるロータリー理解の促進
２．クラブ HP、SNS 等を活用
し情報発信（対外的 PR）
３．会員企業メディアや地域媒
体との連携
委員長所見
ロータリー活動の魅力や奉仕の精神を地域社会へ
分かりやすく発信し、クラブの認知度向上に努め
てまいります。本年度は、「ロータリーの友」の
紹介を通じてロータリーへの理解を深めるととも
に、ホームページやSNS等を活用し、親しみやす
くタイムリーな情報発信を行い、公共イメージの
向上と会員増強につなげてまいります。

出席委員会
廣瀬　太 出席委員長

事業計画
例会の出席を向上させるための
施策を企画。
出席規定に関する会員からの相
談に対応。
少し遠出をして他のクラブへの
メークアップを企画。
出席率の良い卓席を表彰（年４回）
３か月ごとに出席率を考慮して座席の変更（年４
回）
委員長所見
会員の皆様が少しでも多く出席していただけるよ
うに、例会のお出迎えや、メークアップを企画し
たいと考えております。
皆様の出席率の向上とともに自分自身の出席率も
向上して一年間活動していきたいと思います。

親睦活動委員会
松井　泰信 親睦活動委員長

事業計画
１１、例会前に会員や来訪者の
お出迎えをし、例会にて来訪者
紹介を行う
２、毎月の誕生祝い、結婚祝
い、入会記念祝い、年頭の年
男、年女のお祝いを行う
３、夜例会、家族懇親会等を企画、実施する
４、各種同好会活動に協力をする
５、地区、分区行事に協力する
委員長所見
例会、奉仕活動に参加する意欲を作るにはまず会
員同士の親睦を深めること重要です。そこで、予
算に限りがある中でも委員会で知恵を出し合い、
会員が交流できる夜例会を設営します。
また、家族懇親会に会員のご家族に参加してもら
い、ロータリー活動への理解を頂き、参加意欲の
向上を目指します。
例会のお出迎え、お祝いを行い、参加して良かっ
たと思えるような雰囲気づくりを心がけます。
スマートにエンジョイロータリーの精神で一年間
親睦活動を行ってまいります。
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臼田　恭士 幹事第69期 ｠第３回持ち回り理事会報告幹事報告
2026年６月２８（日）から７月９日（木）　場　所　：　ＷＥＢ上持ち回り
審議事項
第１号議案　：　退会希望者、退会承認の件
　　　　　　　　退会希望者：原田博夫会員
　　　　　　　　※再審議
　賛成　９名　可決承認

第２号議案　：　退会希望者、退会承認の件
　　　　　　　　退会希望者：渡邊俊樹会員　
　賛成　９名　可決承認

プログラム委員会
松井　泰信 プログラム副委員長

事業計画
１　第１例会では、会長挨拶、
各種お祝い、ロータリーの友紹
介を主な内容とする。
２　その他の例会では、外部講
師、会員による卓話をバランス
よく計画する。
３　新入会員卓話に加えて、既存会員による仕
事・自分史・趣味などの卓話を企画する。
委員長所見
会員の知識や関心を高める魅力的なプログラムを
提供し、クラブを活性化します。これに加えて、
会員卓話を充実させることで、会員相互の理解を
深め、親睦の輪を広げます。

クラブ会報委員会
福田　雅典 クラブ会報委員長

事業計画
①クラブ会報の発行並びに活動
写真の記録と撮影
②地区やＲＩからの情報を会報
に記載
③クラブの歴史を記録に保存
④会員の自己紹介などコラムを毎週会報へ記載
⑤昭和45年からの会報をファイリングし、ＵＳＢ
等を用いて会員に配布又は閲覧可能な取組みを行
う
委員長所見
活動の記録を行い、当クラブの運動を未来へと繋
げられる委員会運営を行って参ります。
また、地区やＲＩからの大切な情報を会報にて伝

え、意思の疎通とより多くの運動への参加を促し
ます。
会員の人となりを会報に掲載し、今まで知らな
かったメンバーの新たな一面を知り、親睦を深め
られる取り組みを行います。そして、より一層の
クラブ団結を強くして参ります。
昭和４５年から発行されている週報を１つにまと
め、過去の歴史を振り返り情報の共有を図りま
す。

ロータリー財団委員会
小原　芳道 ロータリー財団委員長

事業計画
１．ロータリー財団寄付に対する
地区数値目標の達成
　年次基金：150ドル／人
　ポリオプラス基金：３０ドル／人
　恒久基金(べネファクター)：１０００
ドル／1名以上
　ポリオプラス・ソサエティ（PPT）：現会員数＋1名以上
２．ロータリー財団月間（11月）での例会を担当
する。
３．ロータリー財団地区補助金を利用した社会奉
仕活動の支援。
　６９期は霞ヶ浦総合公園ネイチャーセンター前
のテーブル付きベンチ寄贈、ベンチ修繕を行う。
委員長所見
ロータリアンの使命として、ロータリー財団に参
画し、人々の健康状態を改善し、貧困救済、教育
支援等を通じて
世界理解、親善、平和を追求したい。そのために
は皆様よりの寄付が必要です。本年も宜しくお願
いいたします。

退会会員 原田博夫 君
専修大学　名誉教授
平成25年１月17日 入会
令和８年６月30日 退会

渡邊俊樹 君
シュメール税理士法人
平成２年１月19日 入会
令和８年６月30日 退会
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つくばサンライズロータリークラブ　会長　雨宮　淳様
     　  幹事　伊賀　秀文様

来訪ロータリアン

臼田　恭士 幹事 鈴木　亮 SAA委員長

例会の様子例会の様子

幹事・委員会報告
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おすすめスポット　
北茨城の花園神社
澄んだ空気と落ち着いた雰囲気がとても心地よい神社です。
新緑の季節や秋の紅葉は美しいので、ぜひ一度訪れてみて
ください。

税理士
税理士登録して 35年になります。
父の事務所を継ぎ、その後、税理士法人BLUEを立ち上げて５
年目を迎えました。
日々勉強を重ねながら、皆さまのお役に立てるよう頑張ってい
ます。

藤田 雪絵（1964年生まれ） 会員自己紹介
コーナー

7/16　計44,000円 累計165,000円
にこにこBOX

7/9　計5,000円 累計35,000円
◎鈴木会長

土浦RCガンバレ運営BOX

例 会 予 告

7/23 新入会員卓話　三輪護会員
7/30 休会

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率

出 席 報 告

44名 13名 30名 1名 70.45

にこにこBOX　海老澤　孝一SAA副委員長 出席報告　廣瀬　太 出席委員長


